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T-FIVE CUP 四国大会 準優勝T-FIVE CUP 四国大会 準優勝
「真穴ジュニアバレーボールクラブ」「真穴ジュニアバレーボールクラブ」
全国大会出場おめでとうございます！全国大会出場おめでとうございます！
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○：賛成、×：反対、－：退席、欠：欠席
（※：議長は採決に加わっていません）
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夫番 号 件 名 （ 摘 要 ） 審議結果

報告第16号 専決処分の報告について（令和６年度八幡浜市一般会計補正予算
（第２号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

○ ○ ○ ○ 原案承認

認定第１号 令和５年度八幡浜市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

認定第２号 令和５年度八幡浜市下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定
認定第３号 令和５年度八幡浜市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定
認定第４号 令和５年度八幡浜市簡易水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定
認定第５号 令和５年度市立八幡浜総合病院事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第56号 八幡浜地区施設事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
八幡浜地区施設事務組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第57号 八幡浜地区施設事務組合の財産処分に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第58号 愛媛地方税滞納整理機構の共同処理する事務の変更及び規約の変
更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第59号 愛媛県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第60号 松蔭地区公民館建設工事（建築主体工事）請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第61号 八幡浜市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第62号 八幡浜市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第63号
八幡浜市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第64号 八幡浜市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第65号 令和６年度八幡浜市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第66号 令和６年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第67号 令和６年度八幡浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第68号 令和６年度八幡浜市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第69号 令和６年度八幡浜市下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第70号 令和６年度市立八幡浜総合病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出
議案第１号 八幡浜市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出
議案第２号 八幡浜市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出
議案第３号

防災・減災、国土強靭化対策の更なる推進を求める意見書の提出
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

副議長不信任 無記名
投票

除
斥
無記名
投票

無記名
投票

原案可決
（賛成９，反対５）

議 案 等 別 表 決 一 覧 表
令和６年９月定例会（会期：令和６年９月２日～10月７日）

８月26日（月） 議会運営委員会
９月２日（月） 本会議（開会、議案説明）
９日（月） 本会議（一般質問）
11日（水） 本会議（質疑、委員会付託）
12日（木） 総務産業委員会
13日（金） 民生文教委員会
17日（火） 予算委員会

９月20日（金） 予算委員会
24日（火） 本会議（中間採決）
25日（水） 決算審査特別委員会
26日（木） 決算審査特別委員会
30日（月） 決算審査特別委員会

10月７日（月） 本会議（議案採決、閉会）

令和６年第４回八幡浜市議会９月定例会日程
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５人が市政をただす！
定例会では、５人の議員が一般質問に立ち、市長はじめ関係理事者

の考えをただしました。
掲載は質問順で、質問及び理事者答弁は質問者本人が要約したものです。

なお、一般質問の詳細につきましては、会議録に掲載しています。

＊会議録は、市議会ホームページ（https://www.city.yawatahama.ehime.jp/category/gikai）
議会事務局、市立図書館でご覧になることができます。

質問者（質問順） 質 問 項 目 ページ

菊 池 彰 １ 南海トラフ巨大地震への備え、関連する熱中症対策について 4

佐々木 加代子 １ 聞こえの不自由さに寄り添う施策について
２ 給水スポットの設置について 5

遠 藤 綾
１ 紙の保険証廃止に伴う市の対応について
２ 市民の水と生活環境を守る取り組みについて
３ 市立八幡浜総合病院について

6

井 上 剛
１ 八幡浜市の柑橘産業の今後について
２ 市職員採用についてこれまでの成果と今後の予定
３ 小学校の統合について

7

攝 津 眞 澄 １ 児童生徒、及び災害時における熱中症対策について
２ 部活動・プールの地域移行について 8

議会を傍聴
しませんか？

次の定例会は 12 月に
開かれます。傍聴席は、
八幡浜庁舎７階に設置
しています。傍聴席入
口には、受付簿を置いて
ありますので、氏名、住
所等をご記入の上、是非
とも議会を傍聴してみ
てください。

インターネット配信
について

インターネットで本会議
（開会日、一般質問）の録画
中継を配信しています。八
幡浜市議会ホームページか
らご覧ください。なお、録
画中継の掲載期
間は１年間です。

こちらから
アクセス➡

こちらからアクセス
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南海トラフ巨大地震への備え、
関連する熱中症対策について
問 ８月８日に発生した日向灘地震は、マグニ
チュード 7.1、最大震度６弱であった。南海トラフ
巨大地震の想定震源域でマグニチュード 7.0 以上で
あることから、気象庁は大規模地震の発生可能性が
平常時と比べて相対的に高まっているとして、南海
トラフ巨大地震臨時情報（巨大地震注意）を初めて発
表した。本市での受け止め方、対応の検討、市民への
周知について伺う。

答 南海トラフ地震臨時情報は、大規模地震の確実
な発生を予知するものでなく、不確実性を含んだ情報
であり、大きな地震が発生することなく終息する可能
性も含んでいる。
市民に対し、避難場所や経路、家族との安否確認手

段、非常用持出品や備蓄品、家具の固定など、大規模地
震の発生に備えて改めて確認を依頼した。
また、食料品等の買い占めや根拠のない噂の拡散など
を行わないよう冷静な行動を心掛け、可能な限り日常生
活を継続することという市長メッセージを市のホーム
ページや市公式LINEで周知したところである。

問 能登半島地震においては、孤立集落が最大で
33ヶ所発生した。本市においても大地震によって孤
立する可能性がある集落は何ヶ所想定しているのか。
該当地区の備蓄物資の配備状況はどうか。また、孤
立集落が発生すると、救援物資の搬入や被害状況の
把握が困難となるが、孤立集落が予想される場所の
道路整備等、ハード面に関しては予算も時間も必要
となる。ソフト面で備蓄食料以外に行っている対策
があるのか伺う。

答 大規模災害時に孤立する可能性のある地区を 20
地区程度想定しており、該当地区には能登半島地震以

前から備蓄食料など備蓄物資の配備数を増やしてい
る。能登半島では地震直後から、固定電話・携帯電話
などの通信手段が途絶え、家屋の倒壊や負傷者の有無
など、孤立集落の状況が全く把握できていなかったこ
とが課題であった。本市では、いかなる場合でも地域
との通信手段を確保することが重要であると考えてい
たところ、今年度「企業版ふるさと納税」
により衛星携帯電話を５台寄付
していただき、５地区の
自主防災会に配備を
したところである。
今後も備蓄食料の
追加配備、衛星携帯
電話の配備など、考
えられる対策を真摯
に検討していきたい。

問 今回、初めてとなる南海トラフ地震臨時情報が
記録的な暑さの中で発表された。大規模災害発生時
には避難が長期化し、空調設備のない体育館では、猛
暑による健康被害が懸念される。児童・生徒を熱中
症から守る側面と、災害時に快適性と安全性を向上
させる空調整備について、検討から実施に向けて一
歩前進する時期に来ていると思うが考えを伺う。

答 小・中学校体育館への空調整備については、児
童・生徒の熱中症対策、災害時に避難所として使用す
る場合の有効性が考えられる。南海トラフ巨大地震な
ど大規模災害では、避難者が増えれば体育館を使用せ
ざるを得ない場合も想定される。
費用対効果や財政面を考慮しながら、避難所施設と

して活用できる有利な起債制度など、財源的なものを
検討していきたい。

菊 池 彰議員 南海トラフ巨大地震臨時情報の発令後市
民への周知はどう対応したか伺う

市長
冷静な行動を心掛け日常生活を継続する
ことを市公式ＬＩＮＥ等で周知した
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聞こえの不自由さに寄り添う
施策について
問 聴力の衰えによりコミュニケーションがしづら
い、テレビの音が聞こえないといった生活の不便さ
や、認知面や心理面への影響があることが分かって
きた。国内の聞こえづらさを持つ人は約 1400 万
人、全人口の 11.3％いるとの調査結果が出ている。
本市においては、加齢などによる耳の聞こえに不便
を感じている方への補助制度は設けているのか。

答 聴覚障がいを持つ方への助成制度はあるが、加
齢等による補助制度は設けていない。

問 奈良県立医科大学の細井学長によると、「認知
症になる最も大きな危険因子は難聴である。聞こえ
を改善し、会話の弾む環境を整えることは、認知症の
予防につながる」と言われている。県内では伊予市・
砥部町・内子町の３地域で加齢性難聴に
よる補聴器購入費用の補助を行ってい
る。八幡浜市においても認知症予防の
観点から、補聴器購入費用の補助制度
の創設が必要であると考えるがどうか。

答 先行導入する３市町の実績や効果を検証し、事
業実施について検討したい。

問 軟骨伝導イヤホンとは、耳周辺の軟骨の振動を
通じて音が聞こえる軟骨伝導を応用したイヤホンの
ことで、相談窓口に設置する自治体や金融機関、病院
などは、125 団体になる。昨年７月から軟骨伝導イ
ヤホンを高齢福祉課窓口に設置する東京都北区役所
の担当者は、「軟骨伝導イヤホンを使えば、付属の集
音器が職員の声を拾い、イヤホンを通じて相談者に
はっきりと届く。イヤホン部分には穴や凸凹がない
ため、清潔に使えることも導入の決め手だった」と強

調されていた。2023 年、昨年に集音器とセットに
なった窓口用イヤホンが開発されたことにより、導
入する自治体や企業が増えてきている。プライバ
シー保護や、円滑なコミュニケーションの一助とな
り、難聴の方が安心して窓口を利用できる環境づく
りとなる、軟骨伝導イヤホンの窓口への設置を要望
したいがどうか。

答 軟骨伝導イヤホンは、小さな声でもはっきりと
聞き取ることができるため、大きな声での会話が不要
であり、プライバシー保護にもつながる。窓口におけ
る住民サービスの向上や来庁者と職員双方の負担軽減
につながると考える。耳の聞こえづらい方が安心して
手続きを行える環境の整備に向けて、今年度まずは市
民課で試験的に導入し、その効果について検証するこ
とから始めていきたい。

給水スポットの設置について
問 本市において温室効果ガスの排出量を実質ゼロ
にすることを目指し、令和４年６月24日、八幡浜市
ゼロカーボンシティ宣言を行っている。その取組の
一つであるペットボトルやプラゴミの削減につなが
る市民の取組みとして、マイボトル持参運動を推進
するために、庁舎などへの給水スポットの設置を要
望したいがどうか。

答 マイボトルへの補給に適した給水
スポットは庁舎にはない。設置場所や費
用、市民のニーズの問題などがあるため、
他の自治体の事例などを調査してみた
い。

佐々木加代子議員
軟骨伝導イヤホンの窓口への設置を要望

市長
今年度まずは市民課で試験的に導入し、
その効果について検証することから始め
たい
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紙の保険証廃止に伴う市の対
応について
問 市が事務を行う国民健康保険と後期高齢者医療
保険について、現行の紙の保険証は 12 月２日から
廃止、新規発行されなくなる。マイナ保険証を持つ
方、持たない方、それぞれの対応はどうなるか。

答 マイナ保険証を持つ方、持たない方とも、現行
の保険証は、変更がなければ有効期限まで使える。
マイナ保険証を持つ方は、引き続きマイナ保険証で
受診できる。マイナ保険証を持たない方は、現在の保
険証の有効期限が切れるまでに、有効期限１年の資格
確認書が、毎年自動的に市から送付される。12月２日
以降、健康保険に新規加入、紛失、変更があった場合
は、その都度、資格確認書を交付となる。
また、医療扶助や、子ども医療費助成を利用する際、
窓口で提示する「受給者証」を申請する場合、マイナ保
険証でも、資格確認書でも申請可能である。

問 滞納があり、10 割負担の資格証明書の方と、
有効期間が短い、短期証の方への対応は。

答 資格証明書、短期証とも、12 月２日以降は廃止
されるが、代替えとなる仕組みや運用が、県内統一と
なるため、現在検討中である。

市民の水と生活環境を守る取
り組みについて
問 水道水は、現在どのような検査をしているか。
その中に、発がん性などの健康被害が疑われる有機
フッ素化合物 PFAS（ピーファス）は含まれるか。

答 水道法で義務づけられた大腸菌など 51 項目を
毎月、上水道 13ヶ所、簡易水道 11ヶ所の水系で採水し、
南予水質検査センターで検査している。結果はいずれ

も基準値内。また有機フッ素化合物は検査項目に含ま
れてないが、現在、国の要請により、市内 29ヶ所で順
次検査を行っている。結果が出た９ヶ所は、全て暫定
目標値内の数値だった。検査結果は、大腸菌等は市
ホームページで公表している。有機フッ素化合物の結
果も、今年度末までには公表予定。

問 家庭ごみの集積場において、正しい分別がされ
ていないため放置されたままのゴミを、臭いやカラ
ス等の被害が心配で、近所の方が出し直している例
がある。負担だが、近所づきあいもあり言いづらい
との声が寄せられた。市の対応はどうなっているか。

答 原則、出した方に正しいルールが分かるよう警
告シールを貼り、収集を見送っている。放置されたま
まになっているなど困りごとがあれば、個別に対応す
るので、生活環境課まで連絡をいただきたい。

市立八幡浜総合病院について
問 お隣の西予市では、経営難や、医療従事者の不
足等の理由で、市立病院の民営化が進められている。
当市でも他人ごととは思えない。福祉の増進をはか
る上でも、市には、公立病院として存続を守っていく
責任があると思う。市長の所見を伺う。

答 市立八幡浜総合病院の現在の経営状況は、令和
５年度決算では赤字を計上し、患者数の減少や経費の
増加により厳しい見通しだが、内部留保資金を十分確
保しており、当面は問題ないと判断している。愛大医
学部の訪問や、看護師の修学資金制度など、医師確保、
看護師確保に努めている。人口減少による患者数の減
少は避けられない
が、対策を講じなが
ら、現在の経営形態
を続けていきたい
と考えている。

遠 藤 綾議員 市立八幡浜総合病院は公立病院として存
続させていくべき

市長
対策を講じながら、現在の経営形態を続
けていきたい
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八幡浜市の柑橘産業の今後に
ついて
問 基盤整備というメニューはどのようなものか。

答 現在八幡浜市で県が事業主体となって実施して
いる基盤整備事業は、水利施設等保全高度化事業、農
道整備事業、農地中間管理機構関連農地整備事業など
がある。
水利施設等保全高度化事業は、市内各所で実施して
いるスプリンクラーなどの末端施設の更新工事、農道
整備事業は、中津川から川之内の区間で実施している
基幹農道の整備工事、農地中間管理機構関連農地整備
事業は、国木地区で実施している農地整備工事である。
このうち、新規事業として国木地区で実施している農
地中間管理機構関連農地整備事業は、中間管理機構が
借り入れている農地を対象に、農業者の申請、同意、費
用負担に関係なく区画整理などの農業生産基盤の整備
を支援するものである。
具体的には、急傾斜地で作業効率の悪い園地につい
て、防除、運搬などの機械化を目指した区画整理や園
内道の整備を行うことで優良園地への転換を図り、関
係機関とも連携して担い手を確保するとともに、担い
手へ農地集積・集約化を促進する計画である。また、
国木地区は富士柿の産地として知られているが、本事
業で整備する農地では、高収益が見込める中晩柑への
改植も予定されている。事業期間については、現在実
施している水利施設等保全高度化事業はどれも５年程
度、国木地区の農地整備事業は、
地元との調整などの準備期間と
して２年、地質調査や整備計画の
策定などの調査期間として２年、
実施設計や整備工事の期間とし
て７年、合計で 11 年必要と見込
まれている。

市職員採用についてこれまで
の成果と今後の予定
問 市の職員採用について、今年度の状況と今後の
予定は。

答 今年度の採用試験は、例年どおり７月に一次試
験、８月に二次試験を実施し、８月下旬に二次試験の
合格者を発表した。
内訳としては、一般事務職は受験者９名のうち合格

者６名、一般事務職社会福祉士枠は受検者１名で合格
者はなし、保育士・幼稚園教諭は受験者３名のうち合格
者３名、土木技術職は受験者１名のうち合格者１名、一
般事務職民間企業等経験者枠は受験者３名のうち合格
者１名であった。現在、８月に実施した２次試験の合
格者に対して入庁確約書を送付しているため、今後は
採用内定者からの確約書または辞退届の提出状況と早
期退職者の有無等を確認した上で、土木技術職をはじ
め、人員が不足する職種について、10 月から 11 月にか
けて追加募集を行い、12 月に一次試験を実施する予定。

小学校の統合について
問 学校再編に伴う新たな環境下の子供達をどのよ
うに見守っていくのか。

答 小学校の統合は、ここ数年行われてないため、
青石中学校と保内中学校について平成 29 年の例で説
明する。教職員の異動は、生徒のことを理解し、深く
関わった教職員をほぼ同じ割合で配置した。また、特
別支援学級に在籍する生徒の担任についても配慮をし
た。また、加配教員の配置を県教育委員会に要望して
いきたいと考えている。教員の定数は、学級数によっ
て決まるが、統合のための支援加配という制度もあり、
外国語などの専科充実のための加配、定数以上の教員
が配置できるよう努めたい。

井 上 剛議員 産地の優位性を向上させるための今後の
計画は

産業建設部長
農業の明るい未来が描けるよう地域計画
をしっかりサポートする
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児童生徒、及び災害時におけ
る熱中症対策について
問 熱中症予防の水分補給では、水筒の持参、または
校内のウォータークーラーでの補水が考えられる。その
設置状況、熱中症予防に対する環境整備について伺う。
答 ウォータークーラーは 16 校中 11 校に設置して
いる。環境整備については、小・中学校全てに簡易ミ
ストシャワー・大型扇風機・塩分チャージ・経口補水液
を、また普通教室及び一部特別教室にはエアコンを整
備している。
要望 熱中症対策以外でも、マイボトルを持参する
ことでプラスチックごみの削減や災害時の備蓄水と
しても有効であり、お湯を用いての赤ちゃんのミル
ク作りや温かい飲物や食べ物も補給できる。
また、ウォータークーラーに比べると衛生面
においても安心であるため、今後更新時には
ぜひウォーターサーバーを新設いただきたい。

問 市として、小・中学校に対する熱中症対策関連
の助成がどの程度あるのか伺う。
答 今年度、熱中症対策として、小学校 12 校に対し
20 万 1000 円、中学校４校に対し 16 万 3000 円を計上
している。各小・中学校の児童生徒数を基に配分して
おり、養護教諭が中心となって経口補水液等必要な物
を購入している。
要望 熱中症対策は災害時対応としても有効であ
り、市からの資金援助が必要である。今後地球温暖化
がますます進む中、熱中症の対応は生死に関わる重
要な問題となってくる。安心・快適に過
ごせる環境は、子供たちの学力や体力と
密接に繋がっていることから、早急に対
処いただきたい。

問 大塚製薬株式会社との包括連携協定において、
熱中症対策について具体的な支援を伺う。
答 市内の小・中学校 16 校にアイススラリー飲料の
無償提供が行われ、保健室に常備するなど、熱中症対
策に活用されている。

要望 大塚製薬では、社員が学校や施設などに直接
出向き熱中症の知識や対策などを児童・生徒に伝え
る出張講座のほか、スライドや映像、紙芝居での説明
会等が実施されている。本市でも、もう一歩踏み込
んだ取組を考えていただきたい。

情報 救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったときには、
365日 24時間対応の#7119（愛媛県独自通話料無
料ダイヤルは 0120-79-7119）えひめ救急電話相談
に電話することで、医師や看護師等の専門家に救急の
有無や受診できる医療機関等の相談が受けられる。

部活動・プールの地域移行に
ついて
問 教員の多忙化や専門的な指導者不足の課題につ
いてどう考えているのか、また教職員の声を伺う。
答 「地域移行」というよりは「地域連携・地域展
開」として考えている。今後検討委員会を立ち上げ、
令和７年４月から休日の部活動について可能な種目か
ら段階的に地域展開していきたいと考えている。平日
の部活動については当面の間、従来どお
りの部活動を行う。またアンケートに
対し、31％の教員が指導者として部活に
関わりたいという回答である。
問 近年、学校プールの管理と水泳指導を外部委託
に切り替える動きが全国的に広がっている。文部科
学省は 2024 年、教員の負担軽減やコスト削減、児
童・生徒の安全確保を目的として、学校プールの管理
を特定の教師に任せるのではなく、指定管理制度や
民間委託の活用を推奨する通知を出した。本市でも
スポーツセンターとの協議や、外部委託にした場合
の必要経費の試算をしたことがあるか伺う。
答 これまでにもプールの授業をスポーツセンターで
できないかとの話があった。委託した場合の経費につい
ての試算はしていないが、老朽化しているプールの改築
費用、多額のメンテナンス費用及び児童・生徒の移動手
段等、様々な想定をしながら今後検討していきたいと考
えている。現在、小学校の水泳の授業にスポーツセンター
職員が出向くなど、授業での連携は行われている。

攝 津 眞 澄議員 熱中症の危険度を把握できる環境整備に
ついて伺う
教育長
国・県のガイドラインの手引を基に、全
小・中学校においてマニュアルを作成し、
予防策と発症時の対応について研修を実
施し、共通理解を図っている



八
幡
浜
地
区
施
設
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
八

幡
浜
地
区
施
設
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

問

令
和
７
年
度
か
ら
、
西
予
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が
脱

退
し
、
１
市
１
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で
の
運
営
と
な
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が
、

実
際
の
市
の
負
担
金
の
額
は
ど
う
な
る
の

か
。答

令
和
５
年
度
の
決
算
額
で
説
明
す
る

と
、八
幡
浜
地
区
施
設
事
務
組
合
の
消
防
事

業
に
係
る
全
体
の
事
業
費
は
約
10
億
１
２
０

０
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の
う
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負
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で
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４
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０
万

円
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％
で
、約

２
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９
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０
０
万
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を
負
担
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い
る
。

仮
に
、
令
和
７
年
度
に
こ
の
金
額
を
、
経

常
経
費
の
負
担
割
合
で
あ
る
均
等
割
40
％
、

基
準
財
政
需
要
額
割
60
％
で
八
幡
浜
市
と
伊

方
町
が
負
担
す
る
と
す
れ
ば
、
八
幡
浜
市
の

負
担
が
約
５
億
４
７
０
０
万
円
か
ら
約
６
億

２
８
０
０
万
円
で
約
８
１

０
０
万
円
の
増
、
伊
方
町

が
約
２
億
９
６
０
０
万
円

か
ら
約
３
億
８
５
０
０
万

円
で
約
８
９
０
０
万
円
の

増
と
な
る
。

八
幡
浜
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

新
設
さ
れ
る
八
幡
浜
中
学
校
の
通

学
支
援
に
つ
い
て
。

答

通
学
距
離
２
～
４
㎞
は
自
転
車
通
学

と
し
、
松
柏
中
学
校
区
で
は
新
開
町
以
遠
に

対
し
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
通
学
支
援

を
、
愛
宕
中
学
校
区
で
は
津
羽
井
地
区
に
対

し
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
通
学
支
援
を
行
う
。
八

代
中
学
校
区
は
現
状
の
ま
ま
変
更
は
な
い
。

現
在
、
保
護
者
と
の
話
し
合
い
の
な
か
で

通
学
路
の
案
を
決
め
て
お
り
、
今
後
、
現
地

確
認
に
よ
っ
て
安
全
性
を
検
証
し
た
い
。

問

統
合
後
の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
。

答

現
在
の
八
代
中
学
校
は
、
全
て
の
普

通
教
室
等
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る

が
、
統
合
に
よ
り
エ
ア
コ
ン
が
必
要
な
教
室

が
不
足
す
る
た
め
、
松
柏
中
学
校
・
愛
宕
中

学
校
に
令
和
２
年
に
設
置
し
た
も
の
を
移
設

す
る
。

基
本
的
に
は
普
通
教
室
・
特
別
教
室
と

い
っ
た
、
主
だ
っ
た
教
室
に
は
全
て
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
。

家
具
等
固
定
加
速
化
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て

問

予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
先
着
順

で
申
請
を
受
け
付
け
る
と
い
う
こ
と
で

は
、
一
番
必
要
な
方
に
支
援
が
行
き
届
か

な
い
場
合
が
あ
る
。
市
民
に
不
公
平
感
・

不
平
等
感
が
な
い
よ
う
、
予
算
上
限
を
超

え
た
場
合
で
も
申
請
を
受
け
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

答

市
民
か
ら
予
算
を
超
え
る
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
12
月
補
正
予
算
も
含
め

て
対
応
を
検
討
し
た
い
。

市
民
の
防
災
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
機
会
で
あ
る

の
で
、固
定
器
具
の
設
置
を
希
望
す
る
方
が
、

予
算
の
都
合
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、十
分
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

八
幡
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
基
本
設
計
業
務

委
託
料
に
つ
い
て

問

施
設
建
設
に
あ
た
っ
て
利
用
者
の

目
線
は
重
要
で
あ
る
。
子
供
会
議
お
よ
び

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
意
見
を
集
約
し
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
子
供
会
議
の
参
加
者
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
お
よ
び
サ
ン
プ
ル
数

は
ど
の
程
度
か
。

答

子
供
会
議
は
夏
休
み
期
間
を
利
用
し

て
計
３
回
行
っ
た
。
お
お
む
ね
小
学
校
４
年

生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
、
参
加
者
は
延
べ

35
名
と
な
っ
て
い
る
。
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
方
に
周
知
を
図
り
、
希
望
す
る
方
を

募
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
八
幡
浜
・
保

内
の
両
児
童
セ
ン
タ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
設

置
し
、
保
護
者
も
含
め
た
利
用
者
か
ら
約
２

０
０
件
の
回
答
を
得
て
い
る
。

問

新
し
い
児
童
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
す

る
商
業
施
設
の
間
に
は
道
路
が
あ
る
が
、

安
全
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答

施
設
に
面
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
安
全
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

例
え
ば
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
よ
う
道

路
に
段
差
を
つ
け
る
、
標
識
を
建
て
る
等
の

対
応
を
今
後
協
議
し
て
い
く
。
子
供
や
保
護

者
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
安
全
・

安
心
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
つ
い
て

問

今
回
の
業
務
に
お
い
て
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
際
に
は
、
少
な

く
と
も
50
％
以
上
の
部
分
を
市
内
事
業
者

が
請
け
負
え
る
よ
う
、
参
加
要
項
の
中
に

含
め
て
発
注
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

市
内
事
業
業
者
に
50
％
以
上
の
事
業

を
発
注
す
る
と
い
う
条
件
を
付
し
て
、
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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総
務
産
業
委
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長
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告

総
務
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委
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長

井
上

剛

民
生
文
教
委
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長
報
告

民
生
文
教
委
員
長

佐
々
木
加
代
子

予
算
委
員
長
報
告

予
算
委
員
長

平
野
良
哉



老
朽
危
険
空
家
除
却
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

問

老
朽
危
険
空
家
は
、
老
朽
危
険
空

家
除
却
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
取
り
壊

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
と
何

軒
あ
る
の
か
。

答

老
朽
危
険
空
家
除
却
事
業
補
助
金

は
、
例
年
50
件
程
度
の
申
請
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
約
35
件
分
に
つ
い
て
補
助
金
の
交
付
決

定
を
行
い
、
対
象
と
な
っ
た
危
険
空
家
は
、

そ
の
年
度
内
に
除
却
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
空
家
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
度

に
実
態
調
査
を
実
施
し
、空
家
の
総
数
１
８

３
４
軒
を
把
握
し
て
い
る
。調
査
の
中
で
、空

家
の
状
態
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
４
段
階
で
評
価
し

た
と
こ
ろ
、状
態
が
一
番
悪
い
Ｄ
ラ
ン
ク
は

１
６
８
軒
、そ
の
次
の
Ｃ
ラ
ン
ク
は
３
５
６

軒
で
あ
っ
た
。こ
の
Ｃ・Ｄ
ラ
ン
ク
の
空
家
が

除
却
対
象
に
な
る
と
考
え
る
が
、現
時
点
で

何
軒
除
却
が
必
要
か
正
確
な
数
ま
で
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。次
回
、令
和
８
年
度
に
実
態

調
査
を
行
う
予
定
で
あ
り
、そ
の
際
、可
能
な

限
り
危
険
空
家
の
現
状
を
把
握
し
た
い
。

要
望

空
家
の
除
却
は
最
優
先
で
取
り

組
む
べ
き
事
業
で
あ
る
。
な
る
べ
く
早
く

除
却
が
必
要
な
空
家
の
数
を
把
握
し
、
計

画
的
に
除
却
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

問

新
規
就
農
者
支
援
は
、
人
口
減
少

対
策
と
し
て
の
移
住
促
進
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

答

現
在
、川
上
地
区・真
穴
地
区
な
ど
で

は
、若
い
方
が
Ｉ
タ
ー
ン・Ｕ
タ
ー
ン
し
、新

た
に
就
農
し
て
い
る
。市
と
し
て
は
、今
後
も

か
ん
き
つ
産
地
の
Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら
、移
住

促
進
や
後
継
者
不
足
の
解
消
に
向
け
た
支

援
、さ
ら
に
は
、み
か
ん
ア
ル
バ
イ
タ
ー
確
保

の
た
め
の
支
援
を
継
続
し
て
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。併
せ
て
、国
に
対
し
、就
農
支
援

補
助
事
業
の
継
続
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問

若
い
方
が
移
住
し
、新
規
に
就
農
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、市
に
移
住
し
た
い
と

思
う
魅
力
が
必
要
だ
が
、ど
う
考
え
る
か
。

答

こ
れ
ま
で
市
内
の
農
家
、
Ｊ
Ａ
が
築

い
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
り
、
今
も
八
幡
浜

市
で
就
農
を
希
望
す
る
方
は
多
い
。

し
か
し
、
農
家
に
な
る
た
め
の
研
修
生
の

支
援
チ
ー
ム
が
市
内
５
、６
地
区
に
あ
る
が
、

体
制
が
十
分
と
は
言
え
ず
、
現
在
、
研
修
待

ち
の
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
研
修
希
望
者

が
即
研
修
に
入
れ
る
体
制
づ
く
り
や
、
研
修

用
農
地
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
就
農

後
、
倉
庫
や
ト
ラ
ッ
ク
を
確
保
し
や
す
く
な

る
仕
組
み
も
考
え
て
い
き
た
い
。

女
性
消
防
団
研
修
旅
費
に
つ
い
て

問

現
在
女
性
消
防
団
員
は
何
人
い
る
か
。

答

全
消
防
団
員
６
９
４
人
の
う
ち
、
女

性
消
防
団
員
は
14
人
で
あ
る
。
令
和
４
年
度

か
ら
３
人
増
加
し
て
い
る
。

女
性
消
防
団
は
、
防
火
等
の
啓
発
を
含
め

た
消
防
行
政
の
進
展
は
も
と
よ
り
、
防
災
力

の
向
上
に
も
努
め
る
な
ど
、
非
常
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
活
動
の

場
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

問

女
性
消
防
団
研
修
旅
費
の
使
途
に

つ
い
て
。

答

令
和
５
年
度
、
石
川
県
で
行
わ
れ
た

全
国
女
性
消
防
団
活
性
化
大
会
へ
、
八
幡
浜

市
消
防
団
の
代
表
と
し
て
消
防
団
長
・
副
団

長
・
女
性
消
防
団
員
５
人
、
計
７
人
の
参
加

費
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
で
活
動
し
て
い

る
女
性
消
防
団
員
が
集
ま
る
大
会
で
あ
り
、

会
場
で
は
八
幡
浜
市
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

当
市
の
女
性
消

防
団
の
活
動
紹

介
の
ほ
か
、
ミ

カ
ン
や
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
付

し
、
当
市
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
。

要
望

今
後
も
女
性
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
た
だ
き
、
活
躍
し
て
い
る
姿
を
ぜ

ひ
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
事
業
委
託
料
に
つ
い
て

問

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
事
業
の
公
演
数
及

び
内
容
に
つ
い
て
。

答

令
和
５
年
度
は
３
回
目
の
公
演
で
、

「
激
動
の
力
士

前
田
山
」
を
上
演
し
た
。

総
出
演
数
83
名
、
そ
の
う
ち
特
別
出
演
と
し

て
、
市
長
、
教
育
長
、
喜
須
来
小
学
校
の
５
・

６
年
生
の
有
志

43
名
が
出
演
し

て
い
る
。

過
去
に
は
、

平
成
28
年
度
に

「
二
宮
忠
八
物

語
」、
令
和
元

年
度
に「
北
針
」

を
上
演
し
て
い

る
。問

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
事
業
の
効
果
及
び

今
後
の
存
続
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
者
数
は
、
こ
れ

ま
で
の
各
公
演
で
お
よ
そ
１
０
０
人
の
方
に

出
演
い
た
だ
い
て
い
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

関
わ
ろ
う
と
す
る
思
い
が
出
演
者
の
数
に
も

表
れ
て
お
り
、
毎
回
満
席
に
近
い
ご
来
場
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
客
の
皆
さ

ん
も
大
変
満
足
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
文
化
事
業
の
経
済
的
効
果
を
推
し
量
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
関
わ
る
人
達
は
心
の
豊

か
さ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
市
と
し

て
今
後
も
事
業
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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学
校
給
食
費
に
つ
い
て

問

学
校
給
食
の
地
産
地
消
に
お
け
る

予
算
面
や
提
供
頻
度
に
つ
い
て
。

答

昨
年
度
の
学
校
給
食
に
係
る
費
用

は
、約
１
億
１
０
０
０
万
円
で
あ
り
、保
護
者

等
か
ら
給
食
費
と
し
て
、幼
稚
園・小
学
校
は

一
食
あ
た
り
２
４
５
円
、中
学
校
は
一
食
あ
た

り
２
７
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

令
和
５
年
度
の
地
産
地
消
の
給
食
は
、タ

イ・ブ
リ・青
の
り
等
の
水
産
物
を
５
回
、各

共
撰
の
ミ
カ
ン・紅
マ
ド
ン
ナ・甘
平・デ
コ

ポ
ン
等
の
か
ん
き
つ
類
を
15
回
、地
元
養
豚

組
合
の
豚
肉
を
４
回
提
供
し
て
い
る
。そ
の

ほ
か
、魚
食
文
化
継
承
事
業
と
し
て
水
産
港

湾
課
か
ら
真
鯛
等
の
提
供
も
受
け
て
い
る
。

令
和
５
年
度
八
幡
浜
市
下
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問

豪
雨
の
際
、合
流
区
域
の
マ
ン
ホ
ー

ル
で
は
水
が
噴
き
出
し
、
仮
に
蓋
が
飛
ぶ

こ
と
が
あ
れ
ば
危
険
で
あ
り
、
蓋
が
外
れ

た
マ
ン
ホ
ー
ル
に
誤
っ
て
転
落
す
る
恐
れ

も
あ
る
。
現
在
、
合
流

区
域
の
マ
ン
ホ
ー
ル
は
、

安
全
性
の
あ
る
も
の
が

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

平
成
以
降
は
、
特
に
雨
水
が
入
る
合

流
管
や
雨
水
専
用
管
は
一
定
量
溜
ま
っ
た
ら

ロ
ッ
ク
が
か
か
り
、
若
干
浮
き
上
が
る
こ
と

で
エ
ア
ー
が
抜
け
る
浮
上
防
止
型
を
設
置
し

て
い
る
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
よ
り
、
合
流
区
域
の
マ

ン
ホ
ー
ル
約
１
０
１
基
の
状
態
が
悪
い
と
い

う
結
果
が
出
た
た
め
、
令
和
５
年
時
点
で
70

枚
ほ
ど
蓋
の
交
換
を
し
て
い
る
。
交
換
し
た

蓋
は
、
浮
上
防
止
型
か
つ
転
落
防
止
用
の
は

し
ご
を
か
け
て
お
り
、
万
が
一
、
蓋
が
飛
ん
だ

と
し
て
も
転
落
し
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
八
幡
浜
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問

現
在
、
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余

金
が
約
１
億
５
０
０
０
万
円
あ
る
が
、
い

ず
れ
こ
の
金
額
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
市

の
方
針
と
し
て
ど
こ
で
収
益
を
確
保
す
る

予
定
で
い
る
の
か
。
他
市
は
水
道
料
金
を

少
し
ず
つ
上
げ
て
い
る
状
況
だ
が
、
当
市

は
い
つ
の
段
階
で
や
る
の
か
。
ど
う
い
っ

た
方
向
性
で
水
道
事
業
を
維
持
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

こ
の
ま
ま
で
は
数
年
後
、
水
道
事
業

会
計
は
赤
字
へ
転
落
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

こ
れ
ま
で
収
入
を
増
や
す
努
力
と
経
費
を
減

ら
す
努
力
で
黒
字
を
保
っ
て
き
た
が
、
人
口

減
少
が
進
む
中
ど
う
し
て
も
料
金
改
定
を
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
過
去
に

は
数
年
に
一
度
、
料
金
改
定
を
行
っ
て
い
た

が
、
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
等
様
々
な
事
情
に

よ
り
、
か
な
り
の
年
数
、
料
金
改
定
を
し
て

お
ら
ず
、
数
年
の
う
ち
に
は
見
直
し
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
な
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
、
十
分
に
説
明
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
。

要
望

独
居
老
人
は
基
本
料
金
の
８
㎥

も
使
わ
な
い
方
も
多
く
い
る
た
め
、
料
金

改
定
を
検
討
す
る
際
は
現
在
の
基
本
料
金

の
下
の
部
分
を
作
る
な
ど
、
市
民
の
負
担

が
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
方
法
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
５
年
度
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問

令
和
４
年
度
と
比
較
し
た
患
者
数

減
少
の
原
因
と
分
析
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
。

答

大
き
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
入
院
患
者
数
が
約
１
０
０
０
人
減
少
し
た

こ
と
だ
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
特
定
の
診
療

科
に
お
い
て
患
者
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
、
実
績
の
あ
る
医
師
が
い
る
こ
と
を

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

問

令
和
５
年
度
、修
学
資
金
貸
付
金
の

返
済
免
除
が
決
定
し
た
看
護
師
の
人
数
は
。

答

返
済
免
除
は
、
修
学
資
金
の
貸
与
年

数
を
勤
務
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
例
え

ば
、
貸
与
期
間
が
５
年
の
場
合
は
５
年
間
勤

務
す
る
こ
と
で
返
済
免
除
が
決
定
す
る
。

令
和
５
年
度
は
１
名
、
令
和
４
年
度
は
４

名
で
あ
っ
た
。

問

今
後
の
病
院
経
営
は
、
現
在
の
経

営
方
針
を
継
続
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

終
末
期
医
療
の
導
入
な
ど
、
自
治
体
の
医

療
機
関
と
し
て
生
き
残
れ
る
方
法
を
取
り

入
れ
て
い
く
の
か
。

答

収
益
が
期
待
で
き
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
」
や
、「
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
導

入
し
、
実
績
の
あ
る
医
師
に
来
て
も
ら
う
と

い
っ
た
対
策

を
講
じ
な
が

ら
、
現
状
の

経
営
形
態
を

続
け
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
る
。

要
望

今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
が
進
む

な
か
、
地
域
の
病
院
を
残
す
た
め
に
も
、

思
い
切
っ
た
施
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

11 議会だより【令和６年 12月】

総
務
産
業
委
員
長
報
告

総
務
産
業
委
員
長

井
上

剛

民
生
文
教
委
員
長
報
告

民
生
文
教
委
員
長

佐
々
木
加
代
子
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編
集
後
記

能
登
半
島
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
各
地
で
発
生

し
た
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
人
議
員
と
し
て
議
会
の
一
員
と

な
っ
て
３
年
が
経
過
し
、
当
９
月
議
会
で
任
期

最
終
年
を
迎
え
ま
す
。
改
め
て
今
、
初
め
て
議

員
席
に
着
座
し
た
と
き
の
緊
張
と
期
待
、
重
責

を
感
じ
た
こ
と
を
回
想
し
、
そ
の
初
心
を
議
員

活
動
に
正
に
反
映
さ
せ
ら
れ
た
の
か
自
省
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
同
時
に
、
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
た
日
々
で
し
た
。
議
会
で
は
熱

情
を
持
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
各
議
員
は
地

域
課
題
解
決
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
に
対
す
る
市
民
の
評

価
に
は
厳
し
い
も
の
も
あ
り
、
議
会
が
議
員
集

団
と
し
て
の
本
領
を
い
か
ん
な
く
発
揮
で
き
た

の
か
ど
う
か
、
過
去
を
振
り
返
っ
て
熟
考
す
る

必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

来
年
は
市
長
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
市
民
の
政
治
参
加
の
絶
好
の
機
会
で

あ
り
、
主
権
者
と
し
て
意
思
を
示
す
こ
と
が
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
議

会
だ
よ
り
」
が
そ
の
一
助
と
な
る
よ
う
誌
面
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

田

中

繁

則

《
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
》

委
員
長

田

中

繁

則

副
委
員
長

遠

藤

綾

委

員

井

上

剛

〃

菊

池

彰

〃

西

山

一

規

〃

竹

内

秀

明

〃

平

家

恭

治

八
幡
浜
市
議
会
事
務
局

℡
22
‐
５
９
９
８

８
月
20
日
開
催
の
市
議
会
協
議
会

に
お
い
て
、
次
期
改
選
時
か
ら
の
議

員
定
数
を
決
め
る
採
決
を
行
い
ま
し

た
。議

員
全
員
の
投
票
に
よ
る
採
決
の

結
果
、
次
期
改
選
か
ら
の
議
員
定
数

は
15
人（
現
在
の
定
数
か
ら
１
人
減
）

に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

民
生
文
教
委
員
会
の
委
員
の
定
数
を

８
人
か
ら
７
人
へ
、
予
算
委
員
会
の

委
員
の
定
数
を
16
人
か
ら
15
人
へ
変

更
す
る
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
、「
八
幡

浜
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」及
び「
八
幡
浜
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
議
案
を

提
出
、
可
決
し
ま
し
た
。

次期改選より次期改選より
議員定数１減議員定数１減

議
員
定
数
の
投
票
結
果

井
上

剛
議
員
定
数
15

攝
津
眞
澄
議
員
定
数
13

平
野
良
哉
議
員
定
数
15

田
中
繁
則
議
員
定
数
14

遠
藤

綾
議
員
定
数
15

菊
池

彰
議
員
定
数
15

西
山
一
規
議
員
定
数
14

佐
々
木
加
代
子
議
員
定
数
15

竹
内
秀
明
議
員
定
数
15

平
家
恭
治
議
員
定
数
15

石
崎
久
次
議
員
定
数
15

樋
田

都
議
員
定
数
13

新
宮
康
史
議
員
定
数
15

上
田
浩
志
議
員
定
数
14

宮
本
明
裕
議
員
定
数
15

山
本
儀
夫
議
員
定
数
14

※
定
数
15
（
10
票
）、
定
数
14
（
４
票
）、
定
数
13
（
２
票
）

国
へ
意
見
書
を
提
出

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
の

更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」

本
市
に
お
い
て
も
、今
後
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

大
規
模
災
害
か
ら
市
民
生
活
や
地
域
社
会
を
守
り
、活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、災
害
に
強
い
強
靱
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
、国
に
よ
る
令
和
７
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る

「
防
災・減
災
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」終

了
後
も
切
れ
目
な
く
、各
分
野
に
お
け
る
対
策
を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
上
で
、十
分
な
予
算
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
措
置
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
昨
今
の
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
や
加
速
度
的
に
進

行
す
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
、
５
か
年
加

速
化
対
策
終
了
後
も
中
長
期
的
か
つ
明
確
な
見
通
し
の
下
、

国
土
強
靱
化
の
取
組
み
を
安
定
的
・
継
続
的
に
推
進
で
き

る
よ
う
、「
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
を
速
や
か
に
策

定
し
、
必
要
か
つ
十
分
な
事
業
量
を
確
保
す
る
こ
と
。

２
．「
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、能

登
半
島
地
震
の
検
証
を
踏
ま
え
、国
土
強
靱
化
の
対
象
事
業

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
耐
震
化
の
更
な
る
強
化
や
災
害
時

に
お
け
る
代
替
路
線
の
整
備
の
加
速
化
、市
街
地
等
の
緊
急

輸
送
道
路
に
お
け
る
無
電
柱
化
の
早
期
達
成
を
図
る
こ
と
。

３
．
令
和
７
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
、
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
等
に
つ
い

て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
適
切
に
検

討
を
行
い
、延
長
す
る
と
と
も
に
、地
方
の
実
情
に
沿
っ
た
、

よ
り
活
用
し
や
す
い
地
方
債
制
度
に
す
る
等
、
地
方
財
政

措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

４
．
大
規
模
災
害
発
生
直
後
の
被
災
者
の
避
難
所
生
活
及
び
生

活
再
建
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
支
援
の
た
め
、
諸
外
国
の
災

害
時
の
迅
速
な
対
応
の
事
例
を
踏
ま
え
、
必
要
な
人
員
体

制
、物
資
、資
機
材
の
確
保
及
び
財
源
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

開票の様子




